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シ
リ

ー
ズ

水田農業イノベーション

11
万
7
0
0
0
円
で
あ
る
（
交
付
金
上
限

10
・
5
万
円
＋
多
収
性
専
用
品
種
産
地
交

付
金
加
算
1
・
2
万
円
）。

農
家
収
入
に
占
め
る
販
売
収
入
の
割
合

は
1
割
未
満
で
あ
り
、
極
め
て
小
さ
く
、

市
場
の
需
要
と
い
う
よ
り
は
、
補
助
金
の

単
価
が
作
付
す
る
作
物
の
選
択
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。

さ
て
、
26
年
産
米
は
大
幅
な
価
格
下
落

を
見
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
概
算
金
は

軒
並
み
1
万
円
を
切
っ
た
。
10� a
当
た
り

単
収
9
俵
（
５
４
０
㎏
）
と
す
る
と
、
農

家
の
販
売
収
入
は
10� a
当
た
り
9
万
円
に

満
た
な
い
。
飼
料
用
米
に
転
作
し
、
補
助

金
を
も
ら
っ
た
方
が
儲
か
る
と
言
う
こ
と

に
な
る
。
転
作
が
進
む
の
で
は
な
い
か
。

主
食
用
米
の
需
給
改
善
を
図
る
た
め
、

J
A
全
農
は
27
年
産
米
で
は
“
飼
料
用
米

60
万
㌧
”
の
生
産
振
興
を
目
標
に
掲
げ
て

い
る
。

仮
に
交
付
金
の
水
準
が
こ
の
ま
ま
で
あ

れ
ば
、
転
作
が
増
え
て
、
米
は
過
剰
な
流

通
在
庫
が
解
決
す
る
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、

主
食
用
米
の
不
足
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
今
度
は
米
価
高
騰

で
あ
る
。
法
外
な
交
付
金
に
よ
る
政
府
介

入
が
成
功
す
れ
ば
、
米
価
は
ジ
ェ
ッ
ト
コ

ー
ス
タ
ー
的
乱
高
下
に
な
る
。

26
年
産
の
地
獄
を
見
る
よ
う
な
価
格
暴

落
か
ら
、
27
年
産
、
28
年
産
は
価
格
高
騰
。

天
と
地
が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
よ
う
な
動
き

に
な
り
か
ね
な
い
。
た
だ
、
米
価
の
高
騰

稲
作
農
家
に
と
っ
て
、
平
成
26
年
（
２

０
１
４
年
）は
経
営
の
厳
し
い
年
だ
っ
た
。

米
価
が
暴
落
し
た
。
農
家
が
農
協
か
ら
受

け
取
る
26
年
産
米
の
概
算
金（
仮
渡
し
金
）

は
、
60
㎏
当
た
り
、
秋
田
あ
き
た
こ
ま
ち

８
５
０
０
円
（
前
年
比
△
３
０
０
０
円
）、

宮
城
ひ
と
め
ぼ
れ
８
４
０
０
円
（
△
２
８

０
０
円
）、
福
島
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
中
通
り
）

７
２
０
０
円
（
△
3
９
０
０
円
）
と
前
年

比
25
～
35�

%
下
落
の
暴
落
で
あ
る
。
多
く

の
銘
柄
が
60
㌔
1
万
円
を
下
回
っ
て
い

る
。
農
家
に
と
っ
て
、
過
剰
供
給
ほ
ど
怖

い
も
の
は
な
い
。

こ
う
し
た
価
格
暴
落
を
受
け
て
、
政
府

は
主
食
用
米
以
外
の
作
物
の
本
作
化
を
図

り
、
飼
料
用
米
等
を
戦
略
作
物
と
し
て
奨

励
す
る
方
針
で
あ
る
。
し
か
し
、
飼
料
用

米
に
作
付
誘
導
す
る
た
め
の
転
作
助
成

（
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
）
は
、

驚
く
べ
き
高
水
準
だ
。

図
1
に
示
す
よ
う
に
、
販
売
収
入
に
比

べ
て
交
付
金
の
方
が
は
る
か
に
大
き
い
。

農
家
収
入
に
占
め
る
交
付
金
の
割
合
は
9

割
に
達
す
る
（
2
0
1
1
年
度
）。
標
準

単
収
の
飼
料
用
米
の
場
合
、
10� a
当
た
り

販
売
収
入
は
7
0
0
0
円
に
過
ぎ
な
い

が
、
交
付
金
は
8
万
円
で
あ
る
。
多
収
性

専
用
品
種
の
場
合
、
販
売
収
入
は

9
0
0
0
円
に
過
ぎ
な
い
が
、
交
付
金
は

第17回

本誌では、飼料米に対する水田転作の交付金額はあまりにも法外であり、
やがて国民的理解を得られなくなるだろうと批判してきた。自民党政府は
民主党時代に策定された50％の自給率向上の目標値を45％に引き下げ
た。しかし、今回の 45％という水準も何を根拠にし、またそのための財政
負担がどれだけ必要かということを示していない。しかし、叶氏によれば、
食料自給率1%向上に要する財政需要は、標準単収で4,210 億円、多収
性品種で4,920 億円もかかると試算している。さらに、それをトウモロコ
シで行えば転作助成は1,030 億円であり、標準単収飼料用米の 4分の1、
多収性品種飼料用米の5分の1で済むと試算している。

–新しい農村の

　　 未来像が見えてきた–

食料自給率と
トウモロコシ国産化の

寄与度

天
地
が
ひ
っ
く
り
返
る
?!

転
作
助
成
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が
続
け
ば
、
水
田
転
作
の
交
付
金
は
間
違

い
な
く
減
額
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
（
猫
の

目
農
政
）、
ま
た
、
そ
う
い
う
事
態
を
見

越
し
て
、
経
営
感
覚
の
高
い
農
家
の
中
に

は
交
付
金
を
目
指
し
た
転
作
を
し
な
い
農

家
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
米

価
騰
落
の
高
低
差
は
あ
る
程
度
は
緩
和
さ

れ
た
も
の
に
な
ろ
う
。

日
本
の
畜
産
業
は
輸
入
飼
料
に
依
存
し

て
発
展
し
て
き
た
。
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
輸
入
は
１
０
０
０
万
㌧
超
も
あ
り
、

飼
料
自
給
率
は
26�

%
と
低
い
。
飼
料
の
輸

入
が
食
料
自
給
率
を
引
き
下
げ
て
い
る
の

で
、
飼
料
の
“
輸
入
代
替
”
に
よ
る
自
給

率
向
上
を
考
え
る
の
は
、
当
然
の
論
理
で

あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
作
物
で
輸
入
代
替

す
る
か
で
、財
政
負
担
は
大
き
く
異
な
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
土
地
利
用
型
の
典
型

で
あ
り
、
広
大
な
農
地
を
持
つ
米
国
の
競

争
力
が
強
い
。
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
価

格
競
争
力
が
な
い
、
と
言
う
の
が
大
方
の

常
識
で
あ
る
。
政
府
も
こ
う
し
た
見
方
に

し
た
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
で
は
な
く
、“
飼
料
用
米
”
に
高
額

補
助
金
を
与
え
て
転
作
を
奨
励
す
る
こ
と

に
し
た
。

先
に
図
1
で
見
た
よ
う
に
、
標
準
単
収

で
10�

a
当
た
り
8
万
円
、
多
収
量
品
種
で

11
・
7
万
円
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
を
出
し
て
い
る
（
注
、
こ
の
多
収
性

品
種
加
算
金
は
平
成
26
年
度
か
ら
導
入
）。

こ
の
場
合
、
食
料
自
給
率
１�

%
向
上
に
要

す
る
財
政
需
要
は
、
標
準
単
収
で
４
２
１

０
億
円
、
多
収
性
品
種
で
４
９
２
０
億
円

も
か
か
る
（
筆
者
試
算
）。

シリーズ 水田農業イノベーション

食料自給率とトウモロコシ国産化の寄与度
―新しい農村の未来像が見えてきた―

第17回

飼
料
用
米
か
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か

―

財
政
負
担
の
比
較―

【試算】飼料用米(標準単収)による総合自給率1%向上に必要な転作助成

　　　 必要熱量　2,424㎉/人・日（112.4兆㎉/年・1億2700万人）
　　　 総合食料自給率1%分　1,123,600×10 ６㎉　　

　　　 米熱量356㎉/100g
　　　 ⇒土地生産性21,360千㎉/ha（単収600kg/10a）

　　　 直接支払交付金80,000円/10a
　　　 ⇒1千㎉当たり交付金37.4532円/千㎉
　　　 ⇒総合食料自給率1%向上分の交付金　4,210億円（作付面積52.6万ha）
　　　　（飼料穀物・畜産物の熱量変換効率は10%と仮定）

トウモロコシ

飼料用トウモロコシ
との競争

輸入Non-GMO
との競争

21
30

35

＋α
（15千円）

販売価格45円/㎏
反収800㎏/10a

販売価格27円/㎏
反収800㎏/10a

41

36
30

3541

（出所） 『農業経営者』2015 年３月号、15頁    
 原資料：財政制度審議会・財政分科会（2014 年 10月20日）配布資料。    
 農水省「経営所得安定対策の概要（平成 26年度版）」より

注） トウモロコシは昆吉則氏等からのヒアリングに基づき筆者作成。          
 Non-GMOの販売価格は飼料工場（宮崎サンエフ）による（2015 年 1月の輸入価格約 38円に物流費を加えた実勢は40.5 円）。          
 飼料用トウモロコシの輸入価格の実勢は26,500 円 / ㌧（2014 年 12月）          
 経営費（10a 当たり30千円）は北海道長沼町農家の実績（反収 1,000㎏ /10ａのケース）          

飼料用米 飼料用米

多収性専用品種を用いて
単収が標準単収値+150kg/10a

となる場合

（単位：千円）

主食用米

87

36.5

116

7.5

単収が標準単収値
となる場合

64

23

7

80
76

50

117

9

所得 経営費 米の
直接支払交付金 販売収入 水田活用の

直接支払交付金
畑作物の
直接支払交付金

図1　各作物の転作助成金と農家所得（10a当たり）
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と
十
分
競
争
で
き
る
。

世
の
条
件
変
化
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
国

内
生
産
を
可
能
に
す
る
方
向
を
向
い
て
い

る
。
第
1
に
、
従
来
の
よ
う
な
高
米
価
の

下
で
は
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
へ
の
転
作

を
考
え
る
農
家
は
い
な
い
が
、
米
価
の
下

落
傾
向
は
明
白
で
あ
り
、
米
作
り
の
収
益

性
は
著
し
く
低
下
し
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

へ
の
転
作
で
、
米
作
り
よ
り
高
所
得
に
な

る
可
能
性
が
展
望
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
第
２
に
、
稲
作
に
専
念
し
て
き
た

伝
統
的
な
農
家
が
高
齢
化
で
リ
タ
イ
ヤ
す

る
局
面
に
な
っ
た
。「
転
作
政
策
」
が
効

果
の
出
る
時
代
に
移
っ
て
き
た
と
言
え
よ

う
。
米
価
下
落
、
農
家
の
高
齢
化
と
い
う

二
つ
の
条
件
変
化
か
ら
、
転
作
が
従
来
よ

り
進
み
や
す
く
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き

だ
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
国
産
化
に
は
追
い
風

で
あ
る
。

仮
に
１
５
０
万
㌧
のN

on-GM
O

ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
代
替
に
成
功
す
れ
ば
、

食
料
自
給
率
を
０
・
５�

%
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
た
め
の
転
作
助
成
の
財
政

需
要
は
５
１
５
億
円
で
済
む
。ち
な
み
に
、

N
on-G

M
O

の
輸
入
金
額
は
価
格
上
昇
を

考
え
れ
ば
年
間
５
４
０
～
６
０
０
億
円
に

達
す
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
国
産
化
に
は

阻
害
要
因
が
あ
る
。
飼
料
用
米
へ
の
法
外

な
高
額
交
付
金
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
国
産
化

を
妨
げ
て
い
る
。
農
家
は
当
然
、
収
入
の

多
い
作
物
を
作
付
す
る
。
図
1
に
示
す
よ

工
場
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
年
間
、
約
１

５
０
万
㌧
の
需
要
が
あ
る
。
輸
入
価
格
は

４
０
０
０
０
円
／
㌧
で
あ
る
（
２
０
１
５

年
1
月
志
布
志
湾
、
国
内
物
流
込
み
）。

国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
競
争
で
き
る
の
は

こ
のN
on-GM

O

で
あ
る
（
注
、
飼
料
用

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
価
格
は
２
７
０
０

０
円
／
㌧
）。

図
1
に
示
し
た
が
、
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
生
産
経
費
は
10� a
当
た
り
3
万
円
前

後
で
あ
る
（
北
海
道
長
沼
町
の
農
家
の
事

例
。
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
国
産
化
の
旗

振
り
役
の
本
誌
編
集
長
昆
吉
則
氏
の
情

報
）。
ま
だ
国
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産

は
な
く
、
実
験
段
階
で
あ
る
が
、
水
田
で

も
畑
作
技
術
体
系
を
導
入
す
る
こ
と
で
低

コ
ス
ト
化
に
成
功
し
て
い
る
。
販
売
価
格

は
、
国
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
はN

on-
G
M
O

で
あ
る
こ
と
、「
国
産
」
で
あ
る

と
い
う
魅
力
が
加
わ
っ
て
輸
入
品
よ
り
高

く
な
り
、
や
が
て
は
４
５
０
０
０
円
／
㌧

で
も
割
安
に
な
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

単
収
８
０
０
㎏
で
試
算
す
る
と
、
10� a

当
た
り
販
売
収
入
は
３
万
６
０
０
０
円
で

あ
る
。
こ
れ
に
転
作
助
成
交
付
金
を
加
え

る
と
、
農
家
収
入
は
７
万
１
０
０
０
円
で

あ
る
。
一
方
、
経
営
費
は
３
万
円
で
あ
る

か
ら
、
農
家
の
所
得
は
10� a
当
た
り
４
万

１
０
０
０
円
と
な
る
（
図
1
）。
主
食
用

米
の
生
産
よ
り
高
所
得
で
あ
る
。つ
ま
り
、

３
万
５
０
０
０
円
の
交
付
金
を
前
提
に
す

る
と
、N

on-G
M
O

輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

仮
に
、
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
代

替
を
図
り
、
国
産
の
飼
料
用
米
で
総
合
食

料
自
給
率
を
40�

%
か
ら
45�

%
へ
、
5�

%
引

き
上
げ
よ
う
と
す
る
場
合
、年
間
２
～
２
・

５
兆
円
の
財
政
需
要
が
発
生
す
る
。
こ
れ

で
は
主
食
用
米
の
減
少
が
続
き
水
田
転
作

が
増
え
れ
ば
、財
政
負
担
が
大
き
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
巨
額
の
財
政
負
担
を
要
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
飼
料
米
に
よ
る
食
料
自
給

率
の
向
上
は
ほ
と
ん
ど
不
可
避
な
の
で
は

な
い
か
。

一
方
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
デ
ン
ト
コ
ー

ン
）
を
国
産
し
、
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
へ

の
輸
入
代
替
を
図
っ
た
場
合
の
財
政
需
要

を
試
算
し
て
み
よ
う
。
計
算
手
続
き
は
飼

料
用
米
と
同
じ
で
あ
る
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
方
が
土
地
生
産
性
が
高
い
こ
と
、
ま

た
交
付
金
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
食
料
自

給
率
1�

%
向
上
に
要
す
る
転
作
助
成
は
１

０
３
０
億
円
で
あ
る
。
標
準
単
収
飼
料
用

米
の
4
分
の
1
、
多
収
性
品
種
飼
料
用
米

の
5
分
の
1
で
済
む
。
注

問
題
は
、
10� a
当
た
り
３
万
５
０
０
０

円
の
交
付
金
で
国
際
競
争
力
が
あ
る
か
ど

う
か
で
あ
る
。
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
多

く
は
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
で
あ
る
が
、

一
部N

on-G
M
O

が
あ
る
。N

on-G
M
O

は
主
に
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
お
よ
び
食
品
用

で
あ
る
が
、
一
部
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
飼
料

【試算】トウモロコシによる総合自給率1%向上に必要な転作助成

　　　 必要熱量　2,424㎉/人・日　（112.4兆㎉/年・1億2700万人）
　　　 総合食料自給率1%分　1,123,600×106㎉

　　　 トウモロコシ熱量380㎉/100g　
　　　 ⇒土地生産性38,000千㎉/ha（単収1000kg/10a）

　　　 直接支払交付金35,000円/10a
　　　 ⇒1千㎉当たり交付金9.2105円/千㎉　
　　　 ⇒総合食料自給率1%向上分の交付金　1,030億円（作付面積29.6万ha）
　　　　 （飼料穀物・畜産物の熱量変換効率は10%と仮定）

注：�日本で生産されているトウモロコシ（デントコーン）は、現状はサイレージ用であって、まだ実取りトウモロ
コシの国内生産はない。しかし、先端的農家は米価下落の予想から、水田転作としてデントコーンの国産化に
取り組み始めている。2014年実績、約50戸、約200ha）。

国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
競
争
力

―
N
on-G

M
O

と
の
競
争―
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う
に
、
10� a
当
た
り
11
・
7
万
円
も
の
交

付
金
を
得
る
飼
料
用
米
を
栽
培
し
た
方
が

農
家
は
得
す
る
。
補
助
金
が
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
国
産
化
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
。た
だ
、

先
端
的
農
家
は
、
そ
う
い
う
法
外
な
交
付

金
（
農
家
収
入
の
９
割
は
交
付
金
）
は
長

続
き
し
な
い
と
見
て
お
り
、
先
を
読
ん
で

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
国
産
化
に
取
り
組
み
始
め

て
い
る
。

な
お
、
遺
伝
子
組
み
換
え
の
飼
料
用
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
と
の
競
争
は
ど
う
評
価
さ
れ

る
か
。
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
価

格
は
２
７
０
０
０
円
／
㌧
で
あ
る
。
図
1

に
示
し
た
よ
う
に
、
10� a
当
た
り
販
売
収

入
は
２
万
１
０
０
０
円
、
農
家
収
入
は
交

付
金
を
加
え
て
も
５
万
６
０
０
円
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
農
家
の
所
得
は
２
万
６

０
０
０
円
と
な
り
、
米
作
り
よ
り
低
く
な

る
。
こ
れ
で
は
転
作
で
き
な
い
。
し
か
し
、

10� a
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
の
交
付
金

上
積
み
が
あ
れ
ば
、
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
も
競
争
力
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

飼
料
の
輸
入
代
替
に
関
し
て
は
、
も
う

一
つ
戦
略
的
な
作
物
が
あ
る
。
水
田
裏
作

の
牧
草
（
ラ
イ
麦
）
生
産
で
あ
る
。
今
、

水
田
は
冬
期
の
半
年
間
遊
ん
で
い
る
が
、

“
裏
作
”
と
し
て
ラ
イ
麦
（
牧
草
）
を
生
産

す
れ
ば
、
粗
飼
料
の
輸
入
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
注

。
ラ
イ
麦
は
寒
さ
に
強
い
。
10

月
末
～
11
月
に
播
種
し
、
4
月
末
収
穫
で

と
言
う
議
論
が
あ
る
が
、
全
く
説
得
力
が

な
い
。
北
海
道
は
も
ち
ろ
ん
、
栃
木
県
那

須
青
木
地
区
、
熊
本
県
菊
池
の
３
大
酪
農

地
帯
で
も
、
水
田
裏
作
の
牧
草
生
産
は
な

い
（
こ
れ
ら
の
集
中
地
区
で
は
流
通
可
能

な
は
ず
だ
）。
こ
れ
ま
で
、
米
価
が
高
か

っ
た
た
め
、「
裏
作
」
と
言
う
発
想
が
な

か
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
れ

か
ら
は
所
得
創
出
を
求
め
て
、
耕
畜
連
携

の
動
き
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

水
田
農
業
対
策
は
、
多
様
な
戦
略
が
あ

る
。
従
来
、
固
定
観
念
か
ら
、
発
想
が
な

か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
政
府
は
近
々
、「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
を
発
表
す

る
で
あ
ろ
う
が
、
食
料
自
給
率
目
標
は
10

年
計
画
で
あ
る
か
ら
、
農
村
現
場
の
先
端

的
動
き
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

も
し
食
料
自
給
率
を
高
め
た
い
の
で
あ
れ

ば
、
先
進
的
農
家
の
取
り
組
み
に
学
び
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
産
化
や
、
水
田
裏
作

の
ラ
イ
麦
生
産
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

飼
料
用
米
へ
の
高
額
補
助
金
は
、
輸
入

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
削
減
に
つ
な
が
り
、
輸

出
国
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
は
あ
る

か
も
知
れ
な
い
が
、W

T
O

の
現
行
ル
ー

ル
上
は
問
題
な
い
。
問
題
は
む
し
ろ
国
内

の
財
政
負
担
の
大
き
さ
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
新
し
い
農
業
の
芽
を
摘
み
か
ね
な
い

こ
と
だ
。

水
田
農
業
は
本
誌
昆
吉
則
編
集
長
が
強

調
す
る
よ
う
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進

行
し
て
い
く
。
コ
メ
と
言
う
特
定
作
物
の

単
収
増
加
や
栽
培
技
術
の
変
化
で
は
な

く
、
作
物
間
の
垣
根
を
超
え
た
経
営
の
大

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
言
う
意
味
で
、
筆
者

は
「
ビ
ッ
グ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
（
拙
稿
「
水
田
農
業

の
ビ
ッ
グ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
1
）（
2
）」

『
週
刊
農
林
』
2
0
1
4
年
10
月
5
日
号

及
び
15
日
号
参
照
）。

そ
の
引
き
金
を
引
い
て
い
る
の
が
、
米

価
の
下
落
と
農
家
の
高
齢
化
・
後
継
者
不

足
で
あ
る
。
ビ
ッ
グ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
進
行
で
、
農
業
の
新
し
い
未
来
像
が
見

え
て
き
た
。
現
場
の
農
業
経
営
者
自
身
が

そ
の
推
進
者
で
あ
る
。
政
府
の
役
割
は
未

来
を
見
据
え
、
民
間
の
経
済
主
体
の
自
立

発
展
を
促
す
よ
う
な
条
件
整
備
を
な
す
べ

き
で
あ
る
。
障
害
を
取
り
除
く
の
が
政
府

の
仕
事
で
あ
ろ
う
。
法
外
な
飼
料
用
米
へ

の
交
付
金
は
、
米
価
暴
落
対
策
と
言
う
緊

急
避
難
的
な
側
面
は
あ
ろ
う
が
、
長
期
化

は
如
何
な
も
の
か
。
3
年
程
度
で
は
な
い

か
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
国
産
化
に
取
り
組
む

農
家
の
畑
作
技
術
体
系
の
技
術
取
得
に
も

そ
の
く
ら
い
の
期
間
は
必
要
で
あ
ろ
う
）。

先
端
的
農
家
の
取
り
組
み
に
学
び
、
転
作

助
成
等
に
よ
る
政
府
介
入
は
新
し
い
農
業

の
芽
を
摘
ま
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

水
田
裏
作
の
牧
草
栽
培

き
る
（
出
穂
前
）。
5
月
の
田
植
に
も
邪
魔

に
な
ら
な
い
。
栽
培
は
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

（
請
負
作
業
）
を
活
用
す
れ
ば
よ
い
。
コ
ス

ト
競
争
は
輸
入
牧
草
に
負
け
な
い
（
筆
者

試
算
。
拙
稿
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
円
安
で
大

型
酪
農
の
経
営
危
機
（
下
）‐
1
石
5
鳥
の

水
田
裏
作
の
ラ
イ
麦
‐
」『
週
刊
農
林
』

２
０
１
３
年
7
月
15
日
号
参
照
）。

酪
農
家
を
は
じ
め
畜
産
農
家
が
ラ
イ
麦

作
り
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
水
田
農
家
か

ら
冬
期
の
間
、
土
地
を
借
り
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
借
地
料
の
捻
出
に
困
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
が
10� a
当
た
り
２
万
３
０
０
０
円

あ
る
の
で（
二
毛
作
助
成
1
5
0
0
0
円
、

耕
畜
連
携
助
成
1
3
0
0
0
円
）、
借
地

負
担
能
力
は
十
分
あ
る
。

　

牧
草
を
自
給
で
き
れ
ば
、
こ
れ
も
食

料
自
給
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
。筆
者
は
、

水
田
裏
作
の
ラ
イ
麦
は
、
雇
用
創
出
、
食

料
自
給
率
向
上
、
飼
料
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、

循
環
型
農
業
、
水
田
農
家
所
得
増
加
、
と

い
う
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
き
た
。「
一
石
五
鳥
」
で
あ
る
。

一
番
の
優
良
農
地
を
遊
ば
せ
て
お
く
手
は

な
い
。
一
番
の
優
良
工
場
を
半
年
間
遊
ば

せ
て
お
く
な
ん
て
こ
と
は
他
産
業
で
あ
る

だ
ろ
う
か
。（
拙
著『
新
世
代
の
農
業
挑
戦
』

全
国
農
業
会
議
所
２
０
１
４
年
、
第
1
部

5
章
参
照
）。

水
田
地
帯
と
畜
産
の
産
地
が
隔
離
し
て

い
て
粗
飼
料
の
流
通
が
う
ま
く
で
き
な
い

シリーズ 水田農業イノベーション

食料自給率とトウモロコシ国産化の寄与度
―新しい農村の未来像が見えてきた―

第17回

注：牧草輸入額は約800億円

水
田
農
業
の
ビ
ッ
グ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
参
考
）「
食
料
自
給
率
」
指
標
の
問
題
点
に
つ
い
て
、拙
稿
「
新

し
い
食
料
自
給
率
指
標
の
開
発
」『
週
刊
農
林
』
2
0
1
5
年

2
月
5
日
号
及
び
、
拙
稿
「
食
料
自
給
率
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論

争
」
時
事
通
信
社
刊
『
A
g
r
i
o
』
0
0
4
6
号
（
2
0
1
5

年
2
月
3
日
）
参
照
。


